
◆校内マラソン大会 ◆１・２学年進路イベント
２月６日（火）、マラソン大会が行われました。 今回のイベントは、探究活動部の生徒７名が実
前日の降雨により天候が心配される状態でした 行委員としてキャリア教育 NPO「JSBN」ととも

が、９時３０分に校長先生の合図で生徒は元気よく に企画運営しました。実行委員が司会・進行し
スタートをきりました。生徒は日頃の体育授業で培 JSBN 代表の真坂さんの講演「激動の時代をイキ
った体力で男子９ｋｍ、女子６ｋｍを無事走りきる イキと生きるために」を聴きました。国内外の情
ことができました。生徒にとって、苦しいことの先 勢や日本が抱える課題などを知り、自分で考えて
にある達成感を感じることができた行事となりまし 行動することの大切さを学びました。
た。 放課後は「自分をつくる」というテーマで JSBN

のゲストと希望生徒がグループディスカッション
を行いました。「目標をどう見つけたらよいかわか
らない」「自分の意見を持てない」「人生の一歩を
踏み出せない」等の悩みを話し合い、ゲストが自
身の体験談を交えて悩みに答えてくれました。

◆斎藤佑樹さん、赤星憲広さん来校
斎藤さんはバーチャル高校野球「未来へのメッ

セージ」の取材で、硬式野球部を訪れました。練
習風景を見周り、選手たちに質問を投げかけてい
ました。また、井原監督との対談やキャプテンの
赤山君がインタビューに答えていました。

赤星さんは、ピッチャー冷水君の投球練習を見
て、さらにバッターボックスに入り、投球ホーム
について分析されていました。井原監督とも気さ
くに談笑され、部活が終わるまで熱心に練習を見
られました。

【男子】 【女子】

◆生徒討論会
２月８日（木）６限、１・２年生が学年毎にクラスを
超えて、下記の４テーマについて討論しました。自分
の意見を伝え、相手の意見に耳を傾け、意見をまとめ、
発表し、他と協力しながら問題解決を図る力を育てま
す。
テーマ１ 日本は移民を受け入れるべきか

２ 首都機能を東京から移すべきか
３ 夫婦別姓を取り入れるべきか
４ 男性専用車両を取り入れるべきか
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１位：則岡 海凪（１年２組）
２位：堀端 朔（２年１組）
３位：芝 孝太（１年１組）

１位：中谷 心咲（２年３組）
２位：脇村 幸歩（１年３組）
３位：中井 莉夢（２年５組）

１日（金） 卒業式

４日（月） ・ ５日（火） 高校入試本出願

～５日（火） 学年末考査

７日（木） 甲子園応援全体練習

８日（金）～１２日（火） 生徒自宅学習

１１日（月） 高校入試学力検査

１３日（水） １・２年分野別進路ガイダンス・甲子園応援

全体練習

１４日（木） １年生防災スクール

１５日（金） 一斉登校指導・甲子園応援全体練習

１９日（火） 高校入試合格発表

２２日（金） 修了式・離任式

行事予定


